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校
風
、
校
歌
・
応
援
歌

　
「
草
の
み
ど
り
に
」
に
始
ま
る
現
在
の
中
央
大
学
の
校
歌
は
、

石
川
道
雄
の
作
詞
、
坂
本
良
隆
の
作
曲
に
よ
り
、
一
九
五
〇
（
昭

和
二
十
五
）
年
八
月
に
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
校
歌
が

作
ら
れ
る
前
に
す
で
に
二
つ
の
校
歌
が
存
在
し
た
。

　

二
一
（
大
正
十
）
年
に
制
定
さ
れ
た
「
中
央
大
学　

こ
れ
吾
母

校
」
か
ら
始
ま
る
最
初
の
校
歌
は
、
作
詞
が
専
門
部
法
科
に
在
学

中
の
宮
脇
信
介
、
作
曲
が
「
早
春
賦
」
で
知
ら
れ
る
東
京
音
楽
学

校
教
授
の
中
田
章
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
歌
詞
は
文
部
省

図
書
編
纂
官
青
木
存
義
の
校
閲
を
経
た
も
の
で
、
歌
詞
の
一
節
か

ら
「
五
千
の
学
徒
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

中
央
大
学
が
大
学
令
に
準
拠
し
て
名
実
と
も
に
大
学
と
な
る
中

で
校
歌
制
定
の
声
が
高
ま
り
、
運
動
部
な
ど
か
ら
の
要
望
も
強

ま
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
、
大
学
に
昇
格
し
た
諸
校
も
同

様
に
校
歌
を
制
定
し
て
い
る
中
で
、
広
く
学
生
・
学
員
か
ら
校
歌

を
募
集
し
、
入
選
作
を
校
歌
と
し
て
採
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。

　

同
年
一
月
に
三
月
末
を
締
め
切
り
と
し
て
校
歌
が
募
集
さ
れ
た

結
果
、
一
等
入
選
は
な
し
、
二
等
に
宮
脇
の
作
品
が
選
ば
れ
、
他

に
は
入
選
作
は
な
く
、
賞
金
二
〇
円
が
与
え
ら
れ
た
。
弁
護
士
試

験
受
験
の
猛
勉
強
の
さ
な
か
に
気
分
転
換
で
つ
く
っ
た
歌
詞
が
思

わ
ぬ
結
果
と
な
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
年
の
十
月
に
中
野
運
動
場
で
行
わ
れ
た
秋
季
大
運
動
会
で

は
、
三
度
に
わ
た
っ
て
こ
の
新
校
歌
が
高
唱
さ
れ
た
と
い
う
。
学

友
会
誌
は
、
開
会
式
の
様
子
を
、
当
日
の
旗
手
の
学
生
が
「
新
製

の
紅
に
金
の
徽
章
を
附
せ
る
崇
高
な
校
風
の
表
徽
た
る
校
旗
を
掲

げ
先
頭
に
立
つ
其
後
に
学
生
は
続
き
、
周
囲
を
一
巡
し
て
会
長
席

に
到
り
新
作
の
校
歌
を
高
唱
し
た
、
思
は
ず
愛
校
の
精
神
は
若
き

健
男
児
の
血
潮
を
沸
き
た
ゝ
し
め
ず
に
は
お
か
な
か
つ
た
」
と
伝

え
て
い
る
。

　

大
学
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
時
代
に
誕
生
し
、
対

外
試
合
の
応
援
な
ど
で
も
歌
わ
れ
た
最
初
の
校
歌
で
は
あ
っ
た

が
、
そ
の
寿
命
は
短
か
っ
た
。
大
学
の
制
度
・
組
織
が
拡
大
・
発
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二
つ
の
旧
校
歌

展
し
て
い
く
中
で
学
生
数
も
増
加
し
、
創
設
の
地
で
あ
る
錦
町

の
校
舎
が
手
狭
に
な
り
、
二
五
年
、
神
田
区
駿
河
台
南
甲
賀
町
に

一
、九
七
〇
余
坪
の
土
地
（
旧
戸
田
氏
共
邸
跡
）
を
購
入
し
、
翌

年
校
舎
を
新
築
、
移
転
し
た
。
そ
の
結
果
、「
三
十
余
年
の
不ふ

撓と
う

の
歴
史
」、「
錦
の
街
に
」

な
ど
の
歌
詞
が
そ
ぐ
わ
な

く
な
り
、
校
歌
の
改
定

が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

第
二
の
校
歌
は
、
二
六

年
に
制
定
さ
れ
た
。
哲
学

者
で
専
門
部
や
予
科
で
倫

理
、
論
理
お
よ
び
心
理
、

哲
学
を
担
当
し
て
い
た
小

林
一
郎
教
授
の
作
詞
、

当
時
す
で
に
音
楽
家
と
し

て
盛
ん
な
活
動
を
し
て
い

た
山
田
耕
筰
の
作
曲
に
よ

る
。「
皇み

国く
に

のい
し

礎ず
え

」
と
呼

ば
れ
る
新
校
歌
の
誕
生
で

あ
る
。
山
田
は
す
で
に
多
く
の
国
民
的
歌
謡
や
校
歌
等
を
作
曲
、

発
表
し
て
い
た
が
、
か
つ
て
三
菱
の
岩
崎
小
弥
太
の
後
援
を
受
け

て
い
た
山
田
と
、
仏
教
教
師
と
し
て
岩
崎
家
に
出
入
り
し
て
い
た

小
林
と
の
間
に
交
流
が
あ
り
、
作
曲
の
依
頼
と
な
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
中
央
大
学
が
山
田
へ
作
曲
を
依
頼
し
た
際
の
歌
詞
原
稿
や
彼

の
手
稿
譜
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
二
六
年
十
一
月
に
は

作
曲
が
終
了
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

六
三
年
九
月
か
ら
『
中
央
大
学
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
「
中
大

の
歌
を
訪
ね
て
」
に
よ
れ
ば
、
校
歌
改
定
は
予
科
長
の
堀
竹
雄

教
授
、
学
生
の
楠
山
才
治
ら
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
と
の
こ

と
、
二
七
年
に
な
っ
て
新
校
歌
が
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
は

堀
家
か
ら
ピ
ア
ノ
を
苦
労
し
て
運
び
込
み
、「
椰や

子し

の
実み

」
の
作

曲
で
知
ら
れ
る
大お
お

中な
か

寅と
ら

二じ

が
演
奏
、
カ
ス
リ
の
着
物
に
は
か
ま
姿

の
バ
ン
カ
ラ
中
大
生
が
ま
わ
り
を
か
こ
ん
で
の
校
歌
発
表
だ
っ
た

そ
う
で
あ
る
。
大
中
は
作
曲
を
山
田
に
師
事
し
て
い
た
の
で
こ
の

よ
う
な
場
に
動
員
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

最初の校歌と作詞者宮脇信介（左）・作曲者中田章（右）


